




































































由 (negati児 freedom)J と個人が活動的または自主的に生き，自分の潜在力を










































































































質問 平均{箇 標準偏差 度 数
(回答数)
① 3.18 1.27 284 
② 2.85 1.32 283 
③ 3.33 1.23 283 
④ 3.41 1.16 285 
⑤ 2.04 1.17 285 
⑤ 3.20 1.24 283 
⑦ 4.20 。ヲ8 285 
⑧ 2.63 1.18 285 
⑨ 2.10 1.02 281 
⑬ 2.17 1.12 284 
⑪ 2.76 1.30 282 
⑫ 1.88 1.13 285 
⑬ 2.30 1.23 283 
⑬ 2.82 1.25 284 
⑬ 3.10 1.34 284 
⑬ 2.94 1.25 287 
⑫ 2.70 1.29 286 
⑧ 3.10 1.13 287 
⑬ 3.31 1.16 287 


























から 5の5件法で 20開あるため，最低で 20点，最高で 100点となる。回答
数が上記と異なっているのは， 20時全てを?回答した回答者のみ分析に含め
ているからである。





















努性I 128 I 57.03 I 11.56 
女性 13.15 
年代別に見た権威主義得点は表25の通りである。統計的に年代別の平均
値念比較すると，F(5， 262) = 5.83， P < .01と有意な差が見られた。 Tukey




20代 54.17 10.08 23 
30代 57.53 10.21 47 
40代 54.92 11.31 51 
50代 55.85 10.93 66 
60代 54.98 14.28 51 
70代~ 67.65 13.95 30 






平均 f霞 襟準偏差 回答数
中学校 65.56 13.92 31 
高等学校 58.31 11.56 87 
専修学校/専門学校 55.29 11.59 21 
短大/高等 56.15 14.77 26 
大学(法学部) 58.92 10.19 12 
大学(法学部以外) 52.99 10.40 82 
大学院(法学以外) 48.67 18.88 3 
その他 62.80 10.87 5 






















農林業 49.50 4.95 2 
商工・サーどス業(自営) 59.57 12.14 21 
自白書量(開業医・弁護士・芸術家等) 61.71 9.48 7 
会社員・販売等の被雇用者 56.95 11.81 66 
役員・管理職 56.48 1.04 29 
その他の勤め人 51.86 9.71 14 
/~ート・アルバイト・派遼等 54.85 11.22 27 
その他の続時選い 45.00 1 
"ie さ主 44.00 3.61 3 
専業主婦・主夫 54.92 11.95 45 
年金生活者 62.60 15.70 40 
失業中 65.60 7.16 5 
その他 52.00 l 


















































学法部以外 学以外) ( 法
{也 合計
度数 l 4 4 5 。 8 。 。 22 
20代 年の室%舎 4.5 18.2 18.2 22.7 .0 36.4 .0 
。100.0 
% % % % % % % % % 
度数 3 14 8 6 2 14 。 。 47 
30代 年の室%舎 6.4 29.8 17.0 12.8 4.3 29.8 .0 .0 100.0 % % % % % % % % % 
年 度数 l 10 2 4 3 30 1 
。 51 
40イt
年の齢% 2.0 19.6 3.9 7.8 5.9 58.8 2.0 .0 100.0 % % % % % % % % % 
度数 8 28 7 5 4 19 。 。 71 
齢
501t 
年の齢% 11.3 39.4 9.9 7.0 5.6 26.8 .0 
。100.0 
% % % % % % % % % 
度数 14 27 l 3 2 9 2 。 58 
60代
年の齢% 24.1 46.6 1.7 5.2 3.4 15.5 3.4 
。100.0 
% % % % % % % % % 
70代
度数 8 17 1 3 1 4 。 6 40 
年の鈴% 20.0 42.5 2.5 7.5 2.5 10.0 
。15.0 100.0 
% % % % % % % % % 
度数 35 100 23 26 12 84 3 6 289 
Azbコh 言十














役 そ ノて そ 学
業専主
年 失 そ
林 エ 員 の の 金生 芸芝 の員 イ也 ト {也
言集 サ 管 の の 主 婦 ご;5 中 {也
業開 販売 職理 動 ア 続 者ピ め Jレ 時 .:E 
ス 医 等 人 ノて 震 夫









度数 。2 。9 。I 3 。3 4 。。。22 
20代
年の齢% 01 9.1 .0140.9 .01 4.5 13.6 01 13.6 18.2 .0 
。.01 100.0 
% % % % % % % % % % % % % % 
度数 。2 。27 l 2 2 。。10 。47 
30代
年の齢% 01 4.3 .01 57.4 2.1 4.3 4.3 
。01 21.3 .01 6.4 01 100.0 
% % % % % % % % % % %1 % % % 
年 度数
。2 4 14 10 5 7 。。7 1 。。50 
40代
年の鈴% 01 4.0 8.0 28.0 20.0 10.0 14.0 
。01 14.0 2.0 .0 01 100.0 
% % % 。yo % % % % % % % % % % 
度数 。11 。15 11 4 12 。。14 l l 。69 
齢
50代 年齢 .01 15.9 .01 21.7 15.9 5.8 17.4 。01 20.3 1.4 1.4 01 100.0 
の% % % % % % % % % % % % % % % 
度数 l 6 1 2 7 4 4 I 。6 21 l 1 55 
60代
年の齢% 1.8 10.9 1.8 3.6 12‘7 7.3 7.3 1.8 .01 10.9 38.2 1.8 1.8 100.0 % % % % % % % % % % % % % % 
70代 Jj'数 2 3 2 
。。。。。。7 22 。l 37 
~ 年齢 5.4 8.1 5.4 .0 .0 .0 .0 
。01 18.9 59.5 .01 2.7 100.0 
の% % % % 。ycυ % % % % % % %1 % % % 
度数 3 26 7 67 29 16 28 l 3 48 45 コ 2 280 
dEbコ恥 言十




























で用意された笠間項自がある。費問項目の中で，本稿(1)の3.1， 3. 2， 3. 3， 










・裁判員になることには自信がある I -.145(*) 
・良心による苦手送 I -.193(料)
・評主義で発言しにくくなる .398(ネネ)
・外で話してしまいそうで不安である I .147(*) 
・裁判宮の発言に影響されそうである .243(料)





・7 スメディアに注目されるから I .187(同)
・裁判官と隠じことをできるから I .152(*) 
・職場の潔解 .233(**) 





























F(4， 260) = 4.38， P < .01であり，最終的な判断の際に何を重視するかによっ
て権威主義得点に有意な差が見られた。 Tukey法による多重比較の結果で




自分の意見 53.89 10.38 125 
裁判官言の意見 59.16 13.09 76 
{患の裁判員の意見 62.79 13.30 19 
少数の意見 60.50 15.52 10 
その他 59.23 12.76 35 
全 体 56.99 12.25 265 
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1. 男性 2. 女性
12.あなたの年齢にあてはまる番号にOをつけて下さい。 (0は一つ)I 
1. 20~29歳 2. 30~39歳 3. 40~49歳
450~59歳 5. 60~69歳 6. 70歳以上
3.あなたの最終学歴はどれにあたりますか。あてはまる番号にOをつけて下さい。
ただし中退は卒業とみなしてください。 (0は一つ)
1. 中学校 2. 高等学校 3. 専修学校/専門学校 4. 短大/高専
5. 大学(法学部) 6.大学院(法学) 7. 大学(法学部以外)















そうは恩 あまりそう どちらとも ややそう そう思う
わない は思わな 言えない 思う
し、
①臼本人は感情に流されやすい 1 2 3 4 5 
から公正な判断ができない
②日本人は議論が若手だから、 1 2 3 4 5 
裁判員になるのには不向きである
③裁判員制度により、日本人は 1 2 3 4 5 
司法に関心を持つようになる
④裁判員制度は市民社会の発 1 2 3 4 5 
展のためには必要な嗣tl変である
⑤ 裁判員制度に焚成である 1 2 3 4 5 






そうは忍 あまりそ どちらと ややそ そう思う
わない うは思 も言言え う思う
わない fよし、
① 裁判員として穣極的に参加したい 1 2 3 4 5 
② 裁判員になることには自信がある 1 2 3 4 5 
③ 裁判員になることは国民の義務である 1 2 3 4 5 
7. r偲人の思想・良心によって辞退でき
2.たぶ 4.辞退る」という規定が導入された場合、あなたは 1.辞退 3.わカミら 5.辞退し
裁判員になることを辞退しますか。それぞ する
















そうは あまり どちら やや そう思
思わな そうは ともい そう つ
し、 思わな えない 思う
し、
① 法律の専門家としての裁判宮の意見を大切 1 2 3 4 5 
にすること
② その他の裁判員の意見を大切にすること 1 2 3 4 5 











そうは思 あまりそう どちらとも ややそ そう思
わない lま息わない いえない う思う つ
① 評議室で発言しにくくなる 1 2 3 4 5 
② 資任感がでて、しっかり爽佼を 1 2 3 4 5 
果たすことができる
③ 設にどの程度まで話していけ 1 2 3 4 5 
ないのか明確にしてほしい
③ 裁判員としての参加意欲が向 1 2 3 4 5 
まる









そうは あまりそ どちらとも ややそう そう思う
わない うは忍わ いえない 恩う
ない
① 裁判官の発言に影響されそ 1 2 3 4 5 
うである
② 十分に発言できそうである 1 2 3 4 5 




そうは思 あまりそう どちらとも ややそ そう思
わない は忍わない いえない う思う フ
①仕事や家事、勉強で忙しい 1 2 3 4 5 
②裁判所に行くだけで面倒である 1 2 3 4 5 
③健康上の理由 1 2 3 4 5 
④裁判のことがよくわからない 1 2 3 4 5 
⑤刑事事件には関わりたくない 1 2 3 4 5 




そうは あまりそ どちら ややそ そう思
息わな うは忍わ ともい う思う フ
し、 ない えない
① 司法制度に関心がある 1 2 3 4 5 
② 刑事事件を裁くことに奥味がある l 2 3 4 5 
③ 人を裁くのは資任ある仕事だから 1 2 3 4 5 
④ 社会経験として一度やってみたい 1 2 3 4 5 
⑤裁判官と同じことをできるから 1 2 3 4 5 
⑤ 自分にとって役に立っと思うから 1 2 3 4 5 
16.裁判長になることについての不安や障害となりそうな次の理由について、あなたは
どのように考えますか。最も近いものをそれぞれよヱ主立選んでOをつけて下さい。
そうは j患 あまりそ どちらと ややそう そう思う
わない うは思わ もいえな 思う
ない し、
①職場の理解 1 2 3 4 5 
②職場の休暇 1 2 3 4 5 
③ 裁判所の雰間気 1 2 3 4 5 
④裁判員の日当(八千円) 1 2 3 4 5 
⑤ 法律知識の欠如 1 2 3 4 5 
⑤裁判員となる自分の変質 1 2 3 4 5 

























正しい わから 関遼っない ている
1)被告人i士、法廷で設拠により有罪であると証明されるまで、無罪 1 2 3 
と推定される
2)被告人が黙秘したとしても、これだけで、被告人を犯人扱いしてはい 1 2 3 
けない
3)証拠については、裁判員はそれぞれ、信用できるかどうか自由に判 1 2 3 
断することができる
4)被告人の供述だけしか誌拠がない場合には、この供述に基づいて、 1 2 3 
被告人を有罪とすることができる
5)裁判の最初に、検察官が読む起訴状は、証拠である 1 2 3 
6)法廷で証人が証言する内容は、証拠である 1 2 3 
7)被告人の供述を内容とする文著書は、読拠となることがある 1 2 3 
8)被告人の窓，号、に反して無理矢理供述させられたことであっても、証 l 2 3 
拠となる
9)被告人は、自分が無罪であることを夜明する爽任がある l 2 3 
10)検察官の有罪の証明は、 「有罪の設拠がある」ということだけ 1 2 3 
で充分である
11) rもしかしたら有罪ではなし、かもしれなIt'Jという疑問があっ 1 2 3 
ても、刑事裁判では有罪としてよい
12)うわさも、証拠とすることができる 1 2 3 
13) やってもいない犯罪を無実の人が自白するはずがない 1 2 3 
14) DNAや指紋の鑑定で、犯人かどうかは確実にわかる 1 2 3 
15) 数多くの写真から目聖書者が選んだ人は、確実に犯人である 1 2 3 
16)強い恐怖を引き起こした体験の出来率は、替遂の出来事の記憶よ 1 2 3 
りも正磯である
17)銃やナイフなどの凶器があると、関撃者はそちらに注意がいってし 1 2 3 
まい、犯人の顔をよく記憶できない
18) 罰撃した時間が短ければ緩いほど、事件の記憶は不lE確になる 1 2 3 
19) 目撃者が自信をもって行った証言は、正確である l 2 3 
120) 目撃証日は、人の意見やメディア報道など、後に見関きしたことに 1 2 3 
よって影響を受ける
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21)事件とi士会くJlIJの状況や文脈で見た人物を、誤って犯人だと恩い 1 2 3 
こんでしまうことがある
22)酔っぱらった状態で目察したことは信用できない 1 2 3 
23)外傷体験(トフウマ)は抑圧され、思い出せなくなることがある 1 2 3 
24)完全に忘れていた外傷体験(トフウマ)は、突然思い出されることが 1 2 3 
ある
25)証言に含まれる実際の体験は、竣，思い込み、空想などから客観 1 2 3 
的に区別することができる
26)幼児の託百は信用できない 1 2 3 
27)知らない人を艮墜した場合より、知っている入(知人)を白書室した場 1 2 3 
合の方が言正言l土信用できる
28)繰り返して誕百するうちに、記憶は正篠になる 1 2 3 
29)記憶はビデオやァープレコ}ダーのようなものであり、一度体験し l 2 3 
たことは忘れない







































2 犯罪行為の時間に)JIJのとこU たことを証明する証拠のこ白いう | 
3.わからない
22 以下の質織であなたのお考えに最も近いものを選んで番号にOをつけて下さい。
そ あ ど や そ
つ ま ち や つ
i士 り ら そ 思
忍 そ と フ つ
わ つ も 恵、





① 図上の人に立守しては、自分の気に入らないことがあっても我慢して l 2 3 4 5 
関くのが礼儀である。
②社会の秩序を守り、混乱を紡ぐためには、政府が強い権力を持って 1 2 3 4 5 
いることが必婆である。
③今日の若いものは余りにも柔弱すぎる。もっと民主絡な訓練と厳しい l 2 3 4 5 
規制が必要である。
@親に対する従)1慎と毒事敬の心こそ、子供が学ぶべきもっとも大切なこ 1 2 3 4 5 I 
とである。
⑤入の一生は、生まれたときから遼命によって決められている。 1 2 3 4 5 
⑥今日の若者は軟弱すぎる。もっと激しい君1綴と規制jが必要である。 1 2 3 4 5 
⑦強姦(ごうかん)のような性犯罪は懲役や禁鐙ぐらいの罰では不十 1 2 3 4 5 
分である。もっと厳しく翻すべきである。
③図ったことや心記事があるときは、そのことを考えずに、もっと愉快 1 2 3 4 s 
なことに熱中するのが、もっとも良い方法である。
⑨人々が口数をもっと減らして仕事に絡を出せば、世の中はもっと往 1 2 3 4 5 
みよくなるだろう。
⑮伝統的な道徳や、伝統的な生活様式のょいところが失われつつあ 1 2 3 4 5 
るので、これを維持するためにはカによる強制が必要である。
⑬人々ははっきりと弱者か強者に分けることができ、世の中は強者が 1 2 3 4 5 
弱者を支配する形で動いている。
⑫戦争や役の中の毒患(みにく)い争いごとは、地緩や洪水のような全世 1 2 3 4 5 
5平を破漆する天災によって、いつかは片付いてしまうだろう。
⑬不道徳なものや邪悪な入院をどうにかしてこの世から取り除くことが 1 2 3 4 5 
できれば、ほとんどの社会問題は解決するに違いない。
⑬他人なんて当てにならないもので、結局、頼れるのは自分だけであ 1 2 3 4 5 
る。
⑬人間は全く徽カなもので、いくら立派な理想を掲げても、一生かか 1 2 3 4 5 
つでも個人の力ではそれiまどたいしたことはできない。
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⑬人生の成功や失貫主はすべて本人の主主主主によって決まるものだか 1 2 3 4 5 I 
ら、どんな弱点や困難もその人の意志のカさえ強ければ問題にならな
し、
⑫悪い行いをした人は、たとえその人に何事もなかったとしても、子孫 1 2 3 4 5 
に必ずその報いが現れるものである。
⑬どんな人でもすぐには信綴しない方が良い。へたに信頼するとひど 1 2 3 4 5 I 
い闘にあうものである。
⑬今日の私たちの社会では性生活がみだらで全くだらしのない人が 1 2 3 4 5 
多すぎる。
⑧若い人は批判的になりがちだが、大人になるにしたがって、この態 1 2 3 4 5 
度は改めるべきである。
23.今後、市民が司法制度に穣緩約に参加していくためには、どのようなことが必要だと
思いますか.あなたのお考えに最も近いものを3つ選んで、該当する番号を下の記入機に
記入して下さい。また、その他に必要と恩われるものがあれば、ご記入ください。
1 市民が気軽に行きことができるような裁判所のき字額気を、より一層作っていくこと
2 学校教育や生渡学習の場において、刑事裁判制度の学習を充実すること
3.新鶴に法律専門の紙面を設けること
4.市民である個人一人一人が自立できるような能力を身につけること
5.企業など職場の理解を向上させ、休暇・休業制度を普及させること
日 通知が来てもすぐには行けないので、ある程度の甥間前に裁判員になる旨の通知してもらうこと
7.ボランティア等の休暇・休業制度を普及させること
8.裁判の期間を短縮させること
9. 1言民ともに、育児・介護に係る施設や、家事・育児・介護iこ係るサービス等を充実させること
10.裁判長に選ばれた人に対する宅事前研修の機会を確保すること
11.裁判員になったときの日当による手当を充実させていくこと
一吋)口口口
その他に必婆と居、われることがあれば、具体的にご記入下さい。
24.最後に裁判員制度に関してあなたが日頃お考えになっていること、期待や不安に恩
っていること、あるいは司法制度に対するご意見・ご希望などがございましたら、自治に
ご記入ください。
質問は以上ですべて終わりです。最後までご協力ありがとうございました。
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